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実験では127GHz (波長2mm)のマイクロ波をBWO (バックワード･ウェーブ ･
オシレー タ-)によって発生させ､外部磁場を掃引することによって､マイクロ波のキャビ
ティ-内のHlのESR (電子スピン共鳴)シグナルを観測した｡検出器にはInSbディ
テクターを使用している｡また､試料室内にとりつけたボロメーターで再結合によって発生
した熱量を測定することでマイクロ波の吸収を精度よく測定することに成功した｡
今後は現在開発中のファブリペロー型ミラーキャビティ-を用いたESR装置で超流動-
リウム膜におおわれた試料室内の冷却スポットに吸着されたHlを直接観測することでHl
の二次元超流動転移の探索を試みる｡
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